
 

 

◆令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について 
４月 20、23日、５月１日に３年生対象に実施された「令和８年度全国学力・学習状況調査」の本校の結果をまとめ

ましたのでお知らせいたします。 

なお、報告様式については札幌市教育委員会の指導の下、次のような表現で表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学国語】教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 

本校の概要（平均正答率） 今回の調査における課題 改善の方向 

 

 

  【領域】 

□「話すこと・聞くこと」               ●必要に応じて質問しながら          ○話し手、聞き手が話題や質問 

 ▼全国平均を下回っている。           話の内容を捉えることができる。        の意図を意識しながらその経 

                                                                      過を捉え、話したり聞いたりす  

る学習活動を充実させる。 

 

□「書くこと」                       ●段落相互の関係を明確にし、         ○文章の種類を選択し、多様 

 ◇全国平均とほぼ同程度で           文章の展開を工夫することが           な読み手を説得できるように 

   あるが、やや上回っている。          できる。                             論理の展開などを考えて、文 

                                                                      章の構成を工夫する学習活 

                                                                      動を充実させる。 

 

□「読むこと」                       ●文章を読んで理解したこと          ○文章を読んで考えを広げた 

 ◇全国平均とほぼ同程度で            に基づいて、自分の考えを            り深めたりして、人間、社会、 

   あるが、やや上回っている。           確かなものにすることがで            自然などについて、自分の意 

 きる。                             見をもつ学習活動を充実させ  

る。 

 

□「言葉の特徴や使い方に関          ●文脈に即して正しく漢字を書        ○理解したり表現したりするた 

する事項」                         き、語句を文章の中で使うこ          めに必要な語句の量を増し、 

 ◆全国平均とほぼ同程度で            とができる。                        使い分けられるようにする学 

   あるが、やや下回っている。 習活動を充実させる。 
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記号の意味：全国平均と比較して 

△：＋３．１ポイント以上→「上回っている」 

◇：＋３．０ポイント以内→「ほぼ同程度であるが、やや上回っている」 

○：全国平均と同じ→「ほぼ同程度」 

◆：－３．０ポイント以内→「ほぼ同程度であるが、やや下回っている」 

▼：－３．１ポイント以上→「下回っている」 



【中学数学】教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 

本校の概要（平均正答率） 今回の調査における課題 改善の方向 

 

 

  【領域】 

□「数と式」                        ●四則計算の結果がどんな            ○多くの計算問題を解き、結 

 ◆全国平均とほぼ同程度で            数になるかを予想すること。             果だけでなく、過程を振り 

   あるが、やや下回っている。                                               返ることで、途中計算の 

                                                                        意味を理解する。 

 

□「図形」                          ●図形の定義、定理をしっかり          ○図形の定義、定理について 

 △上回っている。                      と理解した上で問題に取り            もう一度しっかり復習する。                                           

                                     組むこと。                         

                                                                      

□「関数」                          ●様々な関数において、χに対          ○比例、反比例、１次関数、χ 

 ◆全国平均とほぼ同程度で            応するｙの値を正確に求める            の２乗に比例する関数など 

   あるが、やや下回っている。           こと                                 様々な関数の問題に繰り 

 返し取り組む。 

 

□「データの活用」                   ●累積度数の意味を理解して          ○度数と累積度数の意味の 

 ◆全国平均とほぼ同程度で             度数分布表を読み解くこと。           違いをしっかりと考えて、門 

   あるが、やや下回っている。                                              題に取り組む。 

 

 

【中学英語】教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 

今回の調査における課題 改善の方向 

 

 

 ●日常的な話題について、自分                   ○友達や家族、学校生活などの日常的 

           の置かれた状況などから判断                    な話題について、時間の経過や話の 

           して必要な情報を聞き取ること。                  展開を示す語句に着目し、話全体の流 

                                                        れや要旨を聞き取るという学習活動を 

                                                        充実させる。 

 

 ●日常的な話題に関する内容を                   ○複数の情報を含むまとまりのある内容 

           読み、自分の置かれた状況など                    を読み、自分の置かれた状況などから                                           

           から判断して、必要な情報を読 何が自分にとって必要な情報であるの 

           み取ること。                         かを判断した上で読み取ったりする学 

                                                         習活動を充実させる。 

                                                          

 ●日常的な話題に関する内容を                    ○説明文等のまとまりのある文章を読み、 

           読み、要点を捉え、考えとその                     その内容に関する賛否や自分の意見、 

           理由を書くこと                                 その理由や根拠の関係を明確にしな 

がら内容を整理して書く学習活動を充 

実させる。 

 

 



【質問紙調査の分析】 

調査の内容は、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する 80の質問項目に答えるというもの 

でした。本校の各質問の結果を全国平均と比較して、違いが顕著に見られる内容をまとめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔全国平均に比べて、肯定的な回答の割合が高いも

の〕（全国との差） 

 

 

・毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 

 （＋５．９ポイント） 

 

・総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報

を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動

に取り組んでいますか 

（＋５．５ポイント） 

 

・あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学

級活動で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決 

方法を決めていますか 

（＋５．３ポイント） 

 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

（＋６ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔全国平均に比べて、肯定的な回答の割合が高いも

の〕（全国との差） 

 

 

・１、２年生のときに受けた授業では、国語の授業で、 

互いの立場を考えを尊重しながら話し合い、結論を 

導くために考えをまとめていましたか 

（－１３．３ポイント） 

 

・１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなど 

の ICT機器を、どの程度使用しましたか 

（－２４。５ポイント） 

 

・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たと 

きに役に立つと思いますか 

（－１７．１ポイント） 

 

・１、２年生のときに受けた授業では、数学の授業

で、どのように考えたのかについて説明する活動を

よく行っていましたか 

（－１２．７ポイント） 

 

・１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読ん

だりしたことについて、その内容を英語で書いてま

とめたり、自分の考えを英語で書いたりする活動

が行われていましたか 

（－８．６ポイント） 

【総括…今後の課題として取り組むこと】 

・学習面 小学校と中学校では ICT活用状況に大きな開きが見られる。教科の特性や内容の面からすべての授

業での活用は難しいが、可能な限り１人１台端末を活用した授業づくりを推進していく。 

国語、英語では言語活動の強化を図り、英語では ALT との連携もさらに進めていく。 

教科と日常生活とのつながりを意識できるような授業展開を行い、将来の夢や希望が持てるよう指導

していく。 

 

・生活面 身につけた体力や知識をもとに、日常生活の中で身近な人への配慮や地域、社会でのボランティア活

動など、具体的に行動し継続できるように進めていく。 

 

 

 

 


